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高
齢
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、
介

護
が
必
要
な
高
齢
者
の
数
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
「
敬
老
の

日
」
の
人
口
推
計
で
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
3
1
8
6
万
人
と
総
人
口

の
4
人
に
1
人
を
占
め
、
こ
の
う
ち
80

歳
以
上
は
9
3
0
万
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
割
合
は
、
20
年
後
に

は
ほ
ぼ
３
人
に
１
人
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
中
、
介
護
の
問
題
は
決
し
て
他

人
事
で
は
な
い
こ
と
を
ま
ず
認
識
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
相
談
は
、「
自
分
の

老
後
の
住
ま
い
」
と
「
老
親
の
た
め
の

介
護
施
設
」
に
大
別
で
き
ま
す
。「
自

分
の
老
後
の
住
ま
い
探
し
」
の
相
談
者

は
50
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
と
幅
広

く
、
内
容
も
十
人
十
色
で
す
が
、「
老

親
の
た
め
の
介
護
施
設
」
に
つ
い
て
は
、

突
然
始
ま
っ
た
介
護
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

て
駆
け
込
ん
で
く
る
相
談
者
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
か
「
自

分
の
親
は
い
つ
ま
で
も
元
気
」
と
つ
い
思

い
た
く
な
る
も
の
で
す
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
慌
て
な
い
た
め
に
も
、
介
護

施
設
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
頭

に
入
れ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

介
護
施
設
と
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
も
、

そこが知りたい！
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
親
も
し
く
は
自
分
自
身
が
入
る
介
護
施
設
の
検
討
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
方
々

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
施
設
の
種
類
と
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
、
老
後
の
準
備
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
と
い
っ
た
公
的
な
施

設
や
、
主
に
民
間
が
運
営
す
る
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
最
近
増
え
て
き
た
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険

の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
や
、
受
け
ら

れ
る
介
護
の
レ
ベ
ル
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
に
か
か
る
費
用
、
入
居
後
の

自
由
度
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

介
護
保
険
施
設

　

親
が
倒
れ
て
要
介
護
認
定
を
受
け
た

と
き
な
ど
に
ま
ず
候
補
と
し
て
あ
が
っ

て
く
る
の
が
、「
介
護
保
険
施
設
」
と
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介
護
施
設
の
選
び
方呼

ば
れ
る
以
下
の
３
施
設
で
し
ょ
う
。

１ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

要
介
護
高
齢
者
の
た
め
の
生
活
施
設

で
、
比
較
的
安
価
に
入
居
で
き
ま
す
が
、

全
国
的
に
満
床
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

入
所
は
申
し
込
み
順
で
は
な
く
、
要
介

護
度
の
高
さ
や
介
護
者
の
状
況
（
同
居

家
族
の
有
無
な
ど
）、
住
宅
の
環
境
と

い
っ
た
介
護
の
困
難
度
・
緊
急
度
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。
現
在
は
要
介
護
１
～

５
ま
で
の
利
用
者
が
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
度
の
平
均
要
介
護
度
は

3
・
89
で
、
要
介
護
４
と
５
の
人
が

67
・
8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

将
来
的
に
は
要
介
護
3
以
上
の
利
用
者

に
限
定
さ
れ
る
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
居
住
費
、
食
費
、
介
護
保

険
の
自
己
負
担
分
で
、
月
額
８
万
円
～

大
手
都
銀
だ
け
で
３
０
０
０
万
超
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
口
座

4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上

大
手
都
銀
だ
け
で
３
０
０
０
万
超
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
口
座

介
護
施
設
の
種
類
と
特
徴

大
手
都
銀
だ
け
で
３
０
０
０
万
超
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
口
座

公
的
な
介
護
施
設
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15
万
円
（
要
介
護
度
お
よ
び
所
得
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。
個
室
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
4
人
室
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

2 
老
人
保
健
施
設

　

要
介
護
高
齢
者
が
在
宅
復
帰
を
目

指
す
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
が
主
な
役
割
と

な
っ
て
い
る
施
設
で
、
医
師
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。
原
則
３
カ
月
の
利
用
で
、

費
用
は
利
用
料
、
居
住
費
、
食
費
、
介

護
保
険
の
自
己
負
担
分
で
、
月
額
5
万

円
～
25
万
円
で
す
（
要
介
護
度
お
よ
び

所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

3  

介
護
療
養
型
医
療
施
設　
　
　
　
　

　

病
気
か
ら
回
復
に
向
か
い
、
安
定
し

て
い
る
も
の
の
、
も
う
し
ば
ら
く
は
療

養
が
必
要
な
方
が
対
象
の
、
医
療
や
看

護
の
体
制
が
整
っ
た
医
療
施
設
（
病
院

や
診
療
所
）
で
す
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

　

こ
の
3
つ
の
介
護
保
険
施
設
の
ほ
か
、

要
介
護
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
人
を

対
象
に
、
主
と
し
て
地
方
公
共
団
体
や

社
会
福
祉
法
人
等
が
設
置
・
運
営
を
行

う
「
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
の
時
代
か
ら
の
Ａ
型
・
Ｂ
型
と
、

平
成
に
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
Ｃ
型
（
ケ

ア
ハ
ウ
ス
）
が
あ
り
、
60
歳
以
上
（
夫

婦
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
が
60
歳
以
上
）

で
、
家
庭
や
住
宅
の
事
情
な
ど
か
ら
居

宅
で
生
活
す
る
の
が
困
難
な
人
が
比
較

的
低
額
な
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

3
食
が
食
堂
で
提
供
さ
れ
、
入
浴
の

ほ
か
日
常
生
活
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
Ａ
型
は
、
生
活
費
と
事
務
費
で
月

額
６
万
円
～
17
万
円
の
利
用
料
。
一
方
、

居
室
に
台
所
の
設
備
が
あ
り
自
炊
が
原

則
で
日
常
生
活
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
最

低
限
の
Ｂ
型
の
利
用
料
は
月
額

5
0
0
0
円
～
5
万
円
で
す
（
い
ず
れ

も
所
得
に
応
じ
て
変
動
）。
Ａ
型
・
Ｂ
型

と
も
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
人
が
入
居
の
条
件
と
な
っ
て
お

り
、
入
居
後
に
要
介
護
度
が
進
む
と
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
住
み
替
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
型
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）
は
Ａ
型
と
同

様
、
食
事
の
提
供
や
日
常
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
立

生
活
を
し
な
が
ら
も
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
訪
問
介
護
な
ど
の
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
自
立
型
と
、

施
設
が
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
介
護
型
ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
、
従
来

の
Ａ
型
、
Ｂ
型
お
よ
び
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
３

つ
の
類
型
が
、
介
護
型
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と

し
て
の
基
準
に
統
一
さ
れ
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
で
も
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
へ
の
移

行
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
型
、
Ｂ
型

は
、
建
替
え
を
行
う
ま
で
の
「
経
過
的

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
共
同
生
活
を
営

む
地
域
密
着
型
の
施
設
が
「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
」
で
す
。
主
と
し
て
社
会
福
祉

法
人
や
地
方
自
治
体
、
N
P
O
な
ど
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
は
要
支
援
２
か
ら
。
寝
た
き
り
や
医

療
依
存
度
が
高
く
な
る
と
介
護
施
設
に

住
み
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
中

に
は
最
後
の
看
取
り
ま
で
行
う
ホ
ー
ム

も
あ
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
家
賃
、
食
費
、
介
護
保
険

サービス付き高齢者向け住宅

軽費老人
ホームA

健康型 住宅型 介護付

軽費老人
ホームB

ケアハウス

グループホーム

要介護自立

費
用

負
担
大

負
担
小

有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

■図表1： 高齢者住宅・施設の種類
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そこが知りたい！

ホ
ー
ム
で
す
。
介
護
の
必
要
の
な
い
自

立
し
て
生
活
で
き
る
方
が
入
り
ま
す
。

軽
度
な
介
護
に
は
対
応
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
介
護
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
を
解
除

し
退
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
必
要
な

費
用
は
、
家
賃
相
当
額
、
管
理
費
、
食

費
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担
分
で
、
月

額
15
万
円
～
70
万
円
と
大
き
な
開
き
が

あ
り
ま
す
。
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

で
、
職
員
数
を
増
や
し
て
き
め
細
か
い

気
な
方
々
が
住
む
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近
は

要
介
護
に
な
っ
て
か
ら
入
居
す
る
介
護

型
ホ
ー
ム
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
介
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方
に
よ
っ
て
、

大
き
く
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」「
健
康
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
」
の
３
種
類
に
分
か

れ
ま
す
。

１ 

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

ホ
ー
ム
で
す
。
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
、
ホ
ー
ム
の
職
員
が
提
供
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
居
室
で

生
活
を
継
続
す
る
「
一
般
型
特
定
施
設
」

ホ
ー
ム
と
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員

が
安
否
確
認
や
計
画
作
成
な
ど
を
実
施

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
委
託
先
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
提
供
す
る
「
外
部

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
」
の
ホ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。

2 

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い

た
ホ
ー
ム
で
す
。
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
入
居
者
の
選
択
に
よ
り
、
訪

問
介
護
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
な
が
ら
ホ
ー
ム
の
居
室
で
の
生
活
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3 

健
康
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

食
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

の
自
己
負
担
分
で
、
月
額
約
10
～
15
万

円
が
必
要
で
す
。

　

要
介
護
度
や
所
得
条
件
な
ど
で
公
的

な
施
設
へ
の
入
居
基
準
に
該
当
し
て
い

な
い
方
や
、
該
当
は
し
て
い
て
も
待
機

が
長
引
き
そ
う
な
方
、
ま
た
設
備
や
環

境
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
自
分
の
希

望
に
合
っ
た
住
ま
い
を
求
め
る
方
に
向

け
て
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
、
平
成

23
年
に
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
た
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
（
サ
高
住
）」
を
は
じ
め
、
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
や
分
讓
型
シ
ニ
ア
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
向

け
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
サ

高
住
を
中
心
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、
食
事
の
提

供
、
介
護
の
提
供
、
洗
濯
・
掃
除
な
ど

の
家
事
、
健
康
相
談
や
緊
急
時
の
対
応

と
い
っ
た
健
康
管
理
を
は
じ
め
、
買
い

物
代
行
や
外
出
の
支
援
な
ど
日
常
生
活

を
送
る
上
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
付
い

た
高
齢
者
の
た
め
の
住
ま
い
で
す
。
有

料
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う
と
、
比
較
的
元

■図表2： 高齢者向けのサービス

民
間
の
介
護
施
設

●居室の清掃
●衣類の洗濯

家事補助サービス

食事サービス

●食事の提供
●治療食の提供

●健康相談
●服薬管理
●医療機関との連携
●緊急時の対応

健康管理サービス

●買い物の代行
●外出の支援、病院への送迎
●レクレーションの実施
●日常の見守り

生活支援サービス

●身体介護
（食事、排泄、入浴、身だしなみ）
●認知症の見守り
●機能訓練
●終末期の看取り

介護サービス

※図中の５種類のサービスを包括サービ
スとして受けられる施設は、特別養護老
人ホーム、老人保健施設、介護付き有料
老人ホーム、グループホームです。
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介護施設の選び方

専
有
面
積
の
広
さ
や
入
居
時
の
年
齢
、

居
室
の
権
利
形
態
、
介
護
の
必
要
度
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

　

入
居
時
に
高
額
な
一
時
金
が
必
要
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
介
護

保
険
の
1
割
負
担
の
ほ
か
に
上
乗
せ

サ
ー
ビ
ス
費
用
を
設
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
家
賃
相
当
額
は
、

■図表3： 「サービス付き高齢者向け住宅」と「介護付有料老人ホーム」の違い

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
一
時
金
は
、
住
ま
い
と
生

活
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
権
利
（
利
用
権
）
を
得
る
た
め
の

費
用
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
「
初
期

償
却
費
」
と
「
償
却
年
数
」
が
ホ
ー
ム

ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。「
初
期
償
却

費
」
と
は
、
入
居
し
た
時
点
で
償
却
さ

れ
返
金
さ
れ
な
い
部
分
で
、
一
般
的
に

は
入
居
一
時
金
の
15
％
～
30
％
で
す
が
、

中
に
は
50
％
を
超
え
る
ホ
ー
ム
も
あ
り
、

そ
れ
が
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
る
こ
と
も

多
い
よ
う
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
登
録
が
始
ま
っ

た
60
歳
か
ら
の
賃
貸
住
宅
が
「
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
で
す
。
高

齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構

造
で
一
定
の
面
積
（
原
則
25
㎡
以
上
、

た
だ
し
、
居
間
、
食
堂
、
台
所
ほ
か
の

住
宅
の
部
分
が
高
齢
者
が
共
同
し
て
利

用
す
る
た
め
十
分
な
面
積
を
有
す
る
場

合
は
18
㎡
以
上
）
と
設
備
を
備
え
、
生

活
相
談
と
安
否
確
認
の
提
供
が
必
須
の

付
帯
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
外
部
の
介
護
保
険
事
業

者
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
入
居
者
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
で
利
用
し
ま
す
。

　

費
用
は
、
家
賃
、
サ
ー
ビ
ス
費
、
敷

金
な
ど
で
、
地
域
や
物
件
に
よ
っ
て
月

額
2
万
円
～
30
万
円
と
大
き
な
開
き
が

あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
入
居
一
時
金

の
必
要
の
な
い
賃
貸
借
方
式
で
す
が
、

利
用
権
方
式
で
家
賃
が
前
払
い
方
式
の

住
宅
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
「
老
人
ホ
ー
ム
」
で
な
く
て

サ
高
住
を
探
し
て
い
ま
す
と
い
う
相
談

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
サ
高
住

の
ほ
と
ん
ど
は
介
護
型
で
あ
り
、
居
室

面
積
18
㎡
、
居
室
内
の
設
備
は
ト
イ
レ

と
洗
面
台
だ
け
と
い
っ
た
物
件
も
多
い

中
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
自
宅
で

の
利
用
方
法
と
同
じ
た
め
、
食
事
サ
ー

ビ
ス
も
2
食
し
か
提
供
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
日
曜
日
は
休
み
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
身
体
状
況
に
よ
っ
て
は
、

介
護
施
設
に
住
み
替
え
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。「
実
際
住
ん
で
み

た
け
れ
ど
、
こ
れ
で
は
自
宅
で
暮
ら
し

た
方
が
良
い
わ
！
」
と
自
宅
に
逆
戻
り

す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

十
分
な
下
調
べ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

老
い
支
度
の
必
要
性

　

平
均
寿
命
が
延
び
て
、“
若
々
し
い

高
齢
者
”
が
増
え
、
本
人
に
は
老
い
の

自
覚
が
な
い
高
齢
者
も
多
く
い
ま
す

介
護
は
突
然
に
や
っ
て
く
る

「サービス付き高齢者向け住宅」 「介護付有料老人ホーム」

プライバシー重視 共同生活重視

自立的、自律的な暮らし 協調的な暮らし

自由ではあるが自己責任 管理的ではあるが安心

地域資源を活用しながら暮らす 施設の中で生活が完結しがち

主として建物賃貸借契約 主として利用権契約

介護費用は受けるサービスで異なる 介護費用は定額（介護度による）

介護スタッフは外部から訪問 介護スタッフは常駐

原則 25㎡以上（共有部分が十分にあれば 18㎡以上） 原則 13㎡（トイレを除く）

一般的に月払い方式であるため、居住期間と
費用負担の関係性が分かりやすい

一般的に前払い方式のため、入居契約の際に費用の
根拠や退去時の返還額について十分な理解が必要

（出典／東京都福祉保健局・編「あんしん なっとく 高齢者向け住宅の選び方」（平成25年8月）をもとに作成）
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そこが知りたい！

が
、
肉
体
は
確
実
に
老
い
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と
後
回
し

に
す
る
の
で
は
な
く
、
特
に
一
人
暮
ら
し

や
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
場
合
は
、
心
身

と
も
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

老
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て
情
報
を
集
め

準
備
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

資
金
計
画
も
大
切
で
す
。
介
護
保
険

を
申
請
す
れ
ば
、
そ
の
日
か
ら
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
で
き
ま
す
が
、
要
介
護
認
定

が
出
る
ま
で
は
立
替
え
払
い
に
な
り
ま

す
。
生
活
費
の
ほ
か
に
介
護
費
を
別
枠

で
貯
金
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

今
は
元
気
で
も
、
後
期
高
齢
者
に
な
る

と
、
眼
科
や
歯
科
な
ど
の
医
療
費
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
不
測
の
事
態
も
考
慮

し
、
予
算
を
立
て
て
医
療
費
と
介
護
費

を
確
保
し
て
お
く
と
安
心
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

お
金
に
関
す
る
選
択
肢
と
し
て
は
、

最
近
は
銀
行
が
自
宅
を
担
保
に
し
て
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
費
用
を
前
借
で
き
る

制
度
が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
つ

も
り
な
ら
、
早
め
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

が
必
要
で
す
。
車
い
す
で
も
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
玄
関
や
室
内
の
段
差
を
な

く
し
、
水
回
り
も
広
く
し
て
お
く
こ
と

で
す
。
費
用
に
つ
い
て
は
工
事
内
容
を

十
分
検
討
し
、
必
要
な
見
積
も
り
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
よ
い
か

　

平
成
18
年
4
月
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
、
要
支
援
１・２

と
な
っ
た
人
に
は
介
護
計
画
を
立
て
て

く
れ
る
ほ
か
、
高
齢
者
全
般
の
生
活
相

談
、
介
護
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

介
護
施
設
は
「
終
の
棲
家
」
な
の
で
す

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
一
人
っ
子
や

高
齢
者
が
増
え
て
い
く
と
、
近
く
で
親

を
介
護
で
き
る
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た

り
、
老
老
介
護
を
余
議
な
く
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
親
を
看
る
」
時
代
か
ら
、

自
分
の
死
に
際
の
こ
と
は
自
分
で
責
任

を
持
っ
て
準
備
し
て
お
く
時
代
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

65
歳
に
な
る
と
「
介
護
保
険
証
」
が

届
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を
選
ぶ
か
に
よ
っ

て
、
か
か
る
費
用
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

「
自
分
は
ど
う
い
う
老
後
を
過
ご
し
た
い

の
か
」「
ど
こ
で
誰
に
介
護
を
し
て
も
ら

い
た
い
の
か
」
な
ど
を
真
剣
に
考
え
て
、

し
っ
か
り
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
準
備
が
あ
る
か
な
い
か
が
、
あ
な

た
の
老
後
の
幸
せ
を
大
き
く
左
右
す
る

の
で
す
。

介護保険とサービス

高齢期の暮らしを考えるにあたっては、介護保険の知識が

欠かせません。平成 12 年 4 月にスタートした介護保険制度

の特徴は高齢者の自立を支援することを理念に、自分が利

用したい介護や生活支援、施設でのサービスを利用者自身

が選ぶことができることです。サービスを利用するために

は、まず市区町村の窓口で要介護認定を受ける必要があり

介護施設選びにあたってのポイント

 自分の希望と優先順位を整理しておこう

事前見学は入念に。漏れがないよう、チェックリストを持っていこう

体験入居できる場合は利用しよう。利用者やその家族の声も聞いておこう

施設の外観や設備、ロケーション、パンフレットだけに惑わされない。職員の配置状況や資格、施設の雰囲気などにも目配りを

入居後に要介護度が進んだ場合や、介護や医療支援サービスが受けられるかどうかをきちんと確認しておこう

費用については、入居一時金、月々の費用のほか、契約の終了時や解約時についても億劫がらずに確認すること

資金計画は余裕を見て

ます。要介護度別に利用限度額が決まっており、その範囲内

であれば、利用料の 1 割を負担することで希望するサービス

を受けられます（限度を超える分のサービスは全額自己負担

となります）。受けたいサービスや施設で提供されるサービ

スが介護保険の対象になっているかどうかや、サービスの費

用、月々の費用負担の目安を理解しておくことが大切です。

介護施設の選び方
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